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米ガソリン価格過去最高　バイデン大統領は石油会社糾弾

【ヒューストン=花房良祐】米国の平均ガソリン価格は11日、初めて1ガロン（約4リットル）あたり5ドル

（約670円）台となり、過去最高となった。有権者の不満が渦巻くなか、バイデン大統領は石油会社を糾

弾して政権批判をかわそうとしている。

全米自動車協会（AAA）によると、1年前に比べて約6割高くなった。夏の行楽シーズンに入り、ドライブ

需要が増加していることなどが価格を押し上げた。車社会の米国では自家用車で通勤する人が多く、家計

に打撃を与えている。

ガソリン価格の上昇は運送料などを通じて幅広い製品のコストに転嫁されやすい。バイデン政権はインフ

レ対策を最優先の課題と位置づけており、原油価格を抑えるために石油戦略備蓄の放出に踏み切ったほ

か、エネルギー業界に増産を促している。ただ、米国経済は新型コロナウイルス禍から立ち直り、原油市

場の需給は逼迫している。

バイデン大統領はロシアのウクライナ侵攻も価格上昇の原因になったと主張しているほか、自国の石油会

社もやり玉にあげている。10日にはロサンゼルスで演説し、「（原油高を受けて）エクソンモービルは神

よりも稼いでいる」と批判。同社が稼いだ資金を開発投資にあてず、自社株買いといった株主還元を優先

していると糾弾した。
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ロシア発原料高、資材や製品に波及

ロシアのウクライナ侵攻が幅広い産業資材の国内価格を押し上げている。原油高を背景にしたナフサ（粗製ガソリン）や非鉄の値

上がりが樹脂や鋼材に波及している。食品包装フィルムなどに使う合成樹脂は取引価格が1割以上上昇し、過去最高となった。

ニッケルを使うステンレス鋼板も、メーカーの大幅な値上げが浸透し始めた。食品や機械といった幅広い業種で資材のコスト負担

が重くなる。

ロシアは原油や天然ガスなどのエネルギーのほか、非鉄や鉄スクラップといった金属資源、木材の有力供給国だ。生産量の世界

シェアは原油とニッケルが1割ほど、アルミは約5%を占める。

軍事侵攻で供給懸念が強まった原油や非鉄といった商品の国際価格が2月以降、まず上昇した。原油高は用途の裾野が広いナフサ

の値上がりにつながった。

国内でナフサ高を転嫁する樹脂メーカーの値上げが浸透し始めている。食品を包装するフィルムや自動車部品の原料になるポリプ

ロピレンの国内価格は現時点で1キロ305～345円。3月末から45円（約16%）上昇し、記録の残る1973年以降では80年につけた最

高値を更新した。

非鉄の値上がりも加工品に及ぶ。家電や機械などに幅広く使うステンレス薄鋼板は、原料のニッケル高が流通価格を押し上げた。

指標となる「SUS304」の厚さ2ミリメートル品の問屋仲間価格は、東京地区で現在1キログラム595円前後。3月末に比べ85円

（17%）高く、約14年半ぶりの高値だ。

食品や住設機器などの最終商品にも値上がりが浸透してきた。

8月に家庭用冷凍食品を値上げするニチレイフーズも、ポリプロピレンなどの包装資材の価格上昇を値上げの要因の一つに挙げ

る。冷凍食品では複数の企業が今年夏に家庭用や業務用の値上げを予定する。

住設機器ではタカラスタンダードが4月の注文分からシステムキッチン関連商品などを最大で約9%値上げした。キッチンのシンク

や浴槽に使うステンレス薄鋼板などの価格高騰が影響した。

国内の産業資材は、直近1～3カ月程度の原料コストの動向を踏まえて値決めをすることが一般的だ。ロシアのウクライナ侵攻で、

原料価格が大きく上昇した時期と重なり、資材価格の先高観はなお根強い。住友商事グローバルリサーチの本間隆行氏は「鉄鋼や

化学品などは、原料価格の上昇分の浸透に時間がかかる。夏にかけて上昇圧力が続きそうだ」と指摘している。

既に次の値上げを模索する動きもある。3月に3年ぶりに値上がりした段ボール箱の材料になる段ボール原紙。製紙大手からは「遅

くとも、秋には再値上げをせざるを得ない」との声があがる。（荒川信一、松本桃香）
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